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計 画 期 間 平成１８年１２月１日 ～ 平成２３年３月３１日

学校教育目標 生生生生きききき生生生生きつるみっきつるみっきつるみっきつるみっ子子子子
◎◎◎◎ 一人一人一人一人ひとりのよさをひとりのよさをひとりのよさをひとりのよさを伸伸伸伸ばしますばしますばしますばします。 （。 （。 （。 （個性個性個性個性））））
◎◎◎◎ よりよいよりよいよりよいよりよい生活生活生活生活がががが送送送送れるようにしますれるようにしますれるようにしますれるようにします。 （。 （。 （。 （こころとこころとこころとこころと身体身体身体身体））））
◎◎◎◎ ともにともにともにともに学学学学びびびび、、、、高高高高めめめめ合合合合うこころをうこころをうこころをうこころを育育育育てますてますてますてます。 （。 （。 （。 （学学学学びびびび合合合合いいいい））））

学校経営方針 生き生きと輝く三羽鶴（げんき鶴、仲良し鶴、思いやり鶴）をめざし活気あふれる学校
をめざします。

○ 自分の思いや願いを大切にし、自分らしさを発揮する活動や取り組みます。
○ まちの自然や文化に触れる体験を通して、健全な心や身体を育てるとともに自立していく力を身につ

けさせるようにします。
○ 互いの良さを認め合い、様々な人との関わりを豊かにし、問題解決の力をつけるようにします。

指導の重点
・ 確かな学力を身につけるために、分かる授業、意欲的に取り組む授業に取り組み授業の改善を目

指します。
・ 総合的な学習の時間の充実に努め、主体的に問題を解決する力を育てます。
・ 誰もが安心して豊かな学校生活が送れる学校つくりを進めます。
・ 鶴見のまちとともに歩む学校づくりを推進しまちの信頼に応えます。
・ 中学校との連携を深め、９年間を見通した教育活動に取り組みます。

改善の視点 取 組 目 標
◎算数の学習指導においてT.T指導や少人数指導、習熟度別

１．分かりたい、学習したいという子ども達 指導を通して一人ひとりの力を発揮できるようにします。
の思いを達成させるために教科等の指 ○重点研究をお互いの授業を見せ合い、授業力を高めると共
導の充実を図る必要があります。 に校外から講師を招き研究を深めていきます。

○平成１８年度より漢字検定を実施し、漢字の習得率の向上
を図っています。１９年度以降は８５％の合格率に高めるよ
う指導を行います。

○１９年度に総合的な学習の時間の全体計画の見直しを進
め、２０年度には新しい活動の実践ができるようにする。

２．遅刻、不登校、いじめなど子どもたちの ◎ＧＴＳ異学年交流活動やまちの人とのふれあい活動を進め
課題を解決するために豊かな心を育む ているがＧＴＳクリーン作戦では保護者地域との連携を深め
取り組みを強化する必要があります。 まちと一丸になって清掃活動に取り組みます。

○道徳教育の充実を図り、道徳の授業公開を年１回以上実施
し家庭との連携を図りながら心の教育を進めます。

○子ども人権委員会の取り組みを推進強化し、「あいさつ運
動」「お困りトトロ相談」「なかよしデイ」など児童の主体的活
動によりつるみっ子の連帯感を高めていきます。

◎１８年度より「読み聞かせ」「校内美化」など保護者の協力を
得ているが、読書タイムには全学年の読み聞かせを実施す
るなど保護者のサポート活動を推進します。

３．本校区内は公園が少なく坂道もないな ◎１８年度より新スポーツテストを実施しそのデータを活かして
ど、子どもたちの体力向上に努める必 体育の重点活動の柱にしていきます。
要があります。 ○持久走やなわとび、逆上がり等に進んで取り組むようにする

ために体育学習時の運動量を増やす工夫をし指導の充実
を図ります。

○夏休み水泳教室の参加者が増えるようにＰＲを進め７０％の
参加者が得られるようにします。

４．子どもたちを危険から守るため、安全な ◎１８年度から「学援隊」を組織し登下校時の見守りを実施し
学校、安心して通える学校をめざす必 ている。１９年度以降は組織率を高め、校内の見守り強化に
要があります。 努めます。

○不審者や万引き、薬物などの犯罪から身を守るための防犯
教室を実施し自ら身を守る意識を高めていきます。

別紙1



○１８年度は保育園と低学年との交流、６年生と中学校との交
５．幼保小中の連携関連を図り、長期的子 流を進めてきた。２０年度までには児童が保育園に訪問す

どもたちの指導を展開する必要があり る交流や中学校教師による授業交流を進めます。
ます。 ◎１９年度中に鶴見中学校教師との交流会を実施し、小中９

年間連携指導のための取り組みを実施します。

○増加する新任教諭、若手教諭の育成をはかるため市教委研修の参加や校内研修の充
人材育成の考え方 実を図り指導力の向上を図ります。

○児童理解を深める研修を重ね、複雑化する児童指導に素速く対応、適切な指導ができ
るように児童指導委員会の組織力を高めます。

○国語の指導を重点として、自分の思いや願いが伝えられるような心豊かな表現力を育
平成19年度の重点 てます。漢字検定を実施して、合格者８７％を目指します。
取組項目 ◎ふれあい給食、クリーン作戦などまちとのふれあいを通して、まちに役立っているという

実感を味わわせ、自尊感情を高めます。
○子ども人権委員会の活動を充実させお互いの思いやりの心を大事にできるようにます。

特に「おはようございます」の挨拶が大きな声ではっきりいえるようにします。
○「学校開こう週間」ではクラブ活動の公開など学校生活を全日公開し保護者との連携を

深めます。

○国語の漢字検定を実施して、年平均合格者８６％を達成しました。
これまでの取組結 ○ふれあい給食、クリーン作戦などまちとのふれあい活動は、参加したお年寄りから喜び
果 の手紙をいただいたり、地域清掃では、町会の方々からの協力を得られるなど、学校と

地域が一体となって学習活動を展開することができました。
○「おはよう」の挨拶ができるようになりました。
○「学校開こう週間」では、体育館の工事期間にもかかわらず、工夫して子どもたちが活動

していたとの声をいただきました。

○いじめのない学校作りを目指すために、人との関わり方を学ぶ指導をしてほしい。友だ
教育懇話会の意見 ちの個性を認められる子どもになってほしい。

○核家族化がすすみ、親から子、子から孫へ伝えるべき躾け、公共のマナー等が伝えら
れていない。地域、家庭、学校が連携しながら子どもたちを育てていくことを考えたいで
す。

○開かれた学校は、「人、もの、こと」の交流が大切であると考えます。授業にも保護者や
まちの人を積極的に活用し、いろいろな人から学べることが子どもたちによい学びの場
となると思われます。また、遊び場の少ない地域にあるので、休業日には子どもたちに
施設を開放できるとよいと思います。

※１ この計画は、横浜市教育委員会の定める「学校版マニフェスト（中期学校運営計画）」として策定したものです。
※2 ◎は重点項目
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